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要 介 護 高 齢 者 の 社 会 的 ee 求 と 地 城 社 蚕 の 役 割 　
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
筑 波 騨 蝉 院

　 高 季 誠
厂

1 ． は じ め に

　 総 務 庁 長 官 官 房 老 人 対 策 室 の 「 老 人 の 生 活

と 意 識 1 に 関 す る 「 第 3 回 国 際 比 較 調 査 （199

0 年 》 」 に よ れ ば ， 身 体 の 機 能 が 低 下 し て ，

車 い す や 介 助 者 が 必 要 に な っ た 場 合 の 居 住 場

所 の 希 望 は ， 日 本 ，ア メ リ カ ，イ ギ リ ス ，韓

国 ， ド イ ツ と も に 自 宅 希 望 者 が 最 も 高 く ， 日

本 は ，59 ，1％ で 過 半 数 を 占 め た 。 ま た ，北 関

東 の 中 都 市 で 老 人 保 健 福 祉 計 画 策 定 の た め に

行 わ れ 牟 高 齢 者 基 礎 燗 奪　（1992
．
年 ）　に よ る と

． 将 来 自 分 が 介 護 を 必 要 と す る よ う に な った

と き の 考 え 方 に つ い て ，　 「 家 で 家 族 を 中 心 と

し た 介 護 を 受 け た い 」 82．4 ％，「 家 で 公 的 な サ

ー ビ ス を 中 心 と し た 介 護 を 受 け た い 」 7 ．？％，

「 家 で 民 間 の サ
ー

ビ ス を 中 心 と し た 介 護 を 受

け た い 」 0 ．7X で あ り 、自 宅 で ．、の ．介 謹 を 希 望 す

る 者 が ．90 ．3 解 と 大 多 数 を 占 め ，在 宅 介 護 へ

の 希 望 が 根 強 い こ と が わ か る 。

　 し か し ， そ の 一方 で ，　「 国 民 生 活 基 礎 調 査

丿 の 家 族 形 態 別 に み た 65歳 以 上 の 者 の 構 成 卸
合 の 隼 次 推 移 を 見 弔 と ，　「 子 供 夫 婦 と 同 居 」

は ， 昭 和 55 年 に 　52 ．5X で あ った の が ．，年 々 減

少 し ，平 成 　3 年 1
ζ は 　3e，6

．
髫に な っ て お り ，　「

夫 婦 の み の 世 帯 」 は ，昭 和 55 年 （19．6X ） か ら

平 成 3 年 （27 ・2 ％）… 単 独 世 帯 亅 は ・．昭 和 55 年

（8．5 ％）か ら 平 成 3 年 （U ．6％） へ と 増 加 し て い

る 。同 居 率 の 低 下 ， 配 偶 者 の 高 齢 化 ， そ し て

独 り 暮 ら し の 増 加 と ，家 で の 家 族 を 中 心 と し　　　　　　　　　　 1

た 介 護 力 は 日 毎 に 低 下 し て い る と い え る 。

　 そ こ で ，要 介 護 高 齢 者 問 題 は ，在
．
宅 介 護 を

基 軸 と し な が ら ，．介 護 力 と し て 地 域 の 猪 杜 会

資 源 （ 行 政 ．保 健 ・医 療 ・
福 祉 の 専 門 的 社 会

資 源 ．ポ 7 ン テ ィ ア．等 の 住 民 活 力 ） を 加 え ，

地 域 社 会 問 題 ，か つ 地 域 生 活 課 題 と し て 再 措

定 す る こ と が 電 嬰 で あ る 。

　 本 発 表 は ．要 介 護 高 齢 者 の 社 会 的 要 求 に 対

し て 地 域 社 会 は ， ど の よ う な 役 割 を 持 ち ． ま

た そ の 役 割 を ど の よ う に 果 た レ て い る の か を

明 ら か に し ，地 域 社 会 問 題 ・地 域 生 活 課 題 と

し て の 要 介 護 高 齢 者 問 題 の 解 決 の 一
助 に な る

こ と を 意 図 し て い る 。

2 ． 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 的 要 求

　 厚 生 省 の 推 計 に よ 娼 ご ・介 護 を 必 要 と ナ る

琳 き り．老 人 と 年 宅 痴 呆 性 老 人 胆 99 。年 （．V

成 2 年 ） で ， そ れ ぞ れ 約 70 万 人 と 約 74万
…

人 で

あ り ，2000 年 　（平 成 12年 ） に 辱，．約 ．100 万 人

と 約 　110 万 人 に 増 加 す る と 見 込 ま れ て い る 。

　 全 国 の 自 治 体 で は ，　
「 老 人 保 健 福 祉 計 画 亅

の 策 定 の 基 礎 と 塗 る 保 健 襠 祉 ニ
ー

ズ の 測 定 と

そ れ に 基 づ く 必 要 サ
ー

ビ ス 量 の 搓 計 を 平 成 5

年 度 に 行 っ た わ け だ が ．保 健 福 祉 ニ ー
ズ の 測

定 は ，高 齢 者 の 障 害 の 程 度 と 家 庭 介 護 の 支 障

の 程 度 の 相 関 か ら 県 健 福 祉 ニ
ー ズ を 椎 定 す る

も の と ，各 種 サ ー ビ ス に っ い て 「 利 用 し た い

」 か ど う か の 割 合 か ら 保 健 福 祉 ニ
ーズ を 推 定

す る も の と が あ る 。北 関 東 の 中 都 市 で 老 人 保

健．福 祉 叶 画 策 定 の た め に 行 わ れ た 高 齢 者 基 礎

凋 査 　（1992 年 ） で は ，後 者 の 方 式 が と ら れ ，

寝 た き り 老 人 及 び 虚 弱 老 人 の 「 利 用 し た い 丿

サ ー ビ ス の 上 位 3 位 は ，寝 た き り 老 人 で は 訪

問 入 浴 サ ー ビ ス が 22 ．4X ，デ イ サ ー ビ ス が 19 ．3

臨 保 健 婦．の 訪 問 指 導 が 　！6 ．6X の 順 で あ り ，
．

虚

弱 老 人 で は ， デ イ サ ー ビ ス が 1了，SX，保 健 婦 の

訪 問 指 導 が 　15．6 咒， シ p 一 ト ス テ イ が 　12 ，2 ％

の 順 で あ っ た 。、デ イ サ ー ビ ス の ニ ーズ が 高 い

こ と が わ．か る 。．そ の 背 景 r｛は 、　「 家 族 の 負 担

を 減 少 さ せ て ほ し い 亅 　「 人 と の 交 流 を 楽 し み
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た い j と い う 社 会 的 晏 求 が 存 在 し ，デ イ サ ー

ビ ス と い う 通 所 ケ ア へ の ニ
ー

ズ の 高 さ と な う

て あ ら わ れ て い る と い え よ う 。

　 ま た ，要 介 護 高 齢
．
者 の 介 謹 経 験 者 か ら で た

ニ
ー ズ と し て は ，　 「 ホ ーム ヘ ル パ ー，入 浴 サ

ー ビ ス な ど を 受 け た い の は や ま や ま だ が ， ど

う 手 続 き し て よ い か わ か ら な い 」 　「 近 所 に 往

診 し て く れ る 医 者 が い な い 亅 等 が あ り ． こ れ

は ，保 健
・医 療 ・福 祉 の 社 会 資 源 の コ

ーデ ィ

ネ
ー シ ョ ン へ の ニ ーズ と し て と ら え る こ と が

で き る 。

3 ，地 域 社 会 の 役 割

　 在 宅 介 護 を 基 舳 と し た 地 域 社 会 問 題 ・地 域

生 活 課 題 と し て の 要 介 護 高 齢 者 問 題 に 対 す る

地 域 社 会 の 役 割 の 重 要 な も の と し て ， 介 瞳 者

で あ る 家 族 の 負 担 を 減 ら し ，要 介 護 高 齢 者 臼

身 の 人 的 交 流 を 促 遊 す る 「 通 所 ケ ア （ デ イ サ

ー
ビ ス ） の 充 更 」 と 保 健 。医 療 ・福 祉 の 社 会

資 源 の コ
ー

デ ィ ネ
ー

シ ョ ン が あ げ ら れ る n そ

の 他 に   生 活 補 助 器 材 の 開 発 支 給 ，  高 齢 者

の 身 体 状 況 に 合 わ せ た 住 宅 改 造 費 の 助 成 ， 

ホ ーム ヘ ル パ ー ・保 健 婦 等 の 福 祉 マ ン パ ワ ー

の 派 遣 ．   シ ョ
ー ト ス テ イ の 充 実 等 が あ げ ら

れ る が こ ．こ で は 先 の 2 者 に 焦 点 を あ わ せ 以 下

に 述 べ て ゆ く 。

　 （1）通 所 ケ ァ （デ イ サ ー ビ ス ） の 事 例

　 北 関 東 の 中 部 市 ，A 市 で ， デ イ サ
ー ビ ス が

行 わ れ て い る の は 特 別 養 護 老 人 ホ ーム X 荘 に

併 設 さ れ た デ イ サ ー ビ ス セ ン タ
ー

で ，市 か ら

の 委 託 に よ り 実 施 さ れ て い る 。 平 成 4 年 度 の

1 週 間 当 た り
．

の 利 朗 は 1 人 旦 回 で ， 1 日 当 た

り の 利 用 者 数 は 　9 ．3 人 で あ り ，利 用 串 は 73 ．1

覧 　（ 登 録 人 員 　108 人 に 対 し 実 利 用 者 T9 人 ） と

な っ て い る 。 家 族 の デ イ サ
ー ピ ス に 対 す る 評

価 に は ，　 「 家 族 に 時 間 的 余 裕 ・精 神 的 余 裕 が

で き た 亅 　「 自 宅 で の 介 護 が 楽 に な った 亅 と い

っ た 家 族 の 介 護 負 担 の 減 少 に か か わ る 評 価 と

と も に 「 本 人 が 明 る く な った 」 　 「 自 分 の こ と

が 自 分 で で き る よ う に な っ た 」 　「 家 族 と の 対

話 が 多 く な っ た 」 と い っ た 要 介 護 高 齢 者 本 人

の 変

．
化 に か か わ る 評 価 も み ら れ た 。特 に 後 者

に 関 し て は ，寝 た き り で あ った 老 人 が ，通 所

に よ り 出 会 っ た 他 の 老 人 と の 相 互 行 為 の 中 で

活 動 量 を 坩 や す 事 例 が 多 々 あ り ．通 所 ケ ア （

デ イ サ ー ビ ス ） の 要 介 護 高 齢 者 に 対 す、る 社 会

化 機 能 は 注 目 に 値 す る 。

　   保 健 ・医 療
・

福 祉 の 社 会 資 源 の コ ー デ ィ

　 　 ネ
ー シ ョン の 事 例

　 北 関 東 の 中 都 市 ， A 市 に お け る 保 健 ・医 療

・福 祉 の 社 会 資 源 の コ
ー

デ ィ ネ
ー

シ ョ ン は ，

「 医 療 襠 祉 事 例 検 酎 会 亅 と い う 開 業 医 等 の 自

発 的 な 会 合 に よ っ て な さ れ て い る 。 日 本 に お

け る 保 健 ・医 療 ・福 祉 の 専 門 分 化 の 弊 害 は ，

医 師 の 福 祉 サ ー ビ ス へ の 無 知 等 に あ り ，退 院

後 の 高 齢 者 の 寝 た き り 化 を 生 み 出 し て い た 。

そ れ を 未 然 に 防 ぐ た め に ，事 例 検 討 会 に お い

て 個 々 の 事 例 に つ い て ，家 族 歴
・

生 盾 歴 ・
発

症 。現 病 歴 ・介 獲 者 の 状 況 等 の 検 討 を 踏 ま え

在 宅 ケ ア の 可 否 に つ い て 検 討 し ， 在 宅 ケ ア が

可 能 と い う 結 論 で あ れ ば ，開 業 医 の 往 診 や 訪

問 看 護 ，ヘ ル パ ーの 派 遣 等 在 宅 ケ ア の 役 割 分

担 を す る の で あ る 。

　 こ の 医 療 榴 祉 事 例 検 討 会 は ，専 門 職

．
者 間 の

情 報 交 換 ・措 置 の 連 携 に 基 づ く 決 定 に そ の 特

徴 が あ り．，ま た ，市 の 福 祉 誤 の 職 員 か ら 医 師

や 看 護 婦 に 対 し て 事 例 に 関 す る 医 学 的 な 質 問

が 出 た り ， ま た 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 職 員 か

ら 入 所 手 綬 き に つ い て 市 の 福 祉 裸 の 職 員 に 質

問 が 出 た り と r 専 門 職 者 間 の 相 互 学、習 機 能 」

は 特 に 注 目 に 値 す る 。

　 ま た A 市 で は ， よ り 市 民 に 開 か れ た 「 高 齢

者 問 題 研 究 会 亅 が 「 事 例 検 討 会 亅 の キ
ーパ ー

．ソ ン ら に よ o て 開 催 さ れ 、市 の 「 老 人 保 健 福

祉 計 画 」 の 学 習 や 「 老 後
’
も 安 心 し て 住 み 続 け

ら れ る 住 ま い づ く り 亅 の 学 習 等 が 行 わ れ ． 地

域 生 活 課 題 と し て の 要 介 護 高 齢 者 問 題 の 学 習

の 場 と な っ て い る 。
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